


 CP-X608JHITACHI
本誌選定の「2006～2007プロジェクター・オブ・ザ・イヤー」

賞の発表です。

今年度（2006～2007）の受賞モデルは「日立CP-X608J」に

決定しました。

本賞も回を重ね「6回目」の表彰になります。昨年はプレゼンモ

デルが受賞し話題を集めましたが、今年も続いてプレゼンモデル

の受賞となりました。このプロジェクターの性能の良さは測定ペ

ージ（21ページ）をご覧ください。カタログスペックの明るさは

4000ルーメンとこのサイズで信じられないほど強力です。測定

もその明るさがしっかり証明され、実測で3839ルーメンと驚く

性能ぶりでした（標準モード時）。そしてさらに優秀なのが輝度ムラ

の少なさ。17％という実測値はプレゼンモデル中でも最良に近

く、投写レンズ、光学系の丁寧な設計・製造ぶりが分かります。ま

たコントラスト値も961:1と液晶モデルではトップクラスです。こ

のように明るさと画質が高度にバランスしたモデルで、賞に値す

るとし、選定しました。

なお、CP-X608Jは優れた機能性も見すごせません。無線LAN

対応によるプレゼン性の良さ、各メディア対応性の良さによるケ

ーブルレスのプレゼン対応、保守管理性の良さ、レンズシフト機能

装備による設置性の良さ、そして豊富な交換レンズ、高性能エアー

フィルター完備などメンテナンス性などにも配慮しており、会議

室、教室、集会所などに最適なモデルとなっており、これらからも

万能プロジェクターと称しても良いでしょう。

（PJ編集部）
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